
１．はじめに

本橋は、阪急淡路駅の連続立体交差事業の内、
都市計画道路（歌島豊里線）の交差部分に架設す
る２層トラス鉄道橋である。架設位置は、阪急京
都線の直上に位置することから、営業線の運行に
支障とならないように限られた作業時間内で架設
することが求められた。本工事の工事概要を以下
に示す。
工事概要
�１ 工 事 名：京都線・千里線淡路駅周辺連続立

体交差工事（第３工区）
�２ 発 注 者：阪急電鉄株式会社
�３ 注 文 主：大林・ハンシン特定建設工事共同

企業体
�４ 工事場所：大阪市東淀川区２丁目
�５ 橋梁架設期間：平成２７年４月～平成２８年３月
架設工法は、表―１に示す工法比較検討の結果、
営業線への運行阻害のリスクが低く、工程短縮可
能である横取り一括架設工法を採用した。
図―１に横取り一括架設の計画図を示す。本工
事では、営業線近接作業範囲内でのクレーン作業
は夜間作業となるため、トラス桁は営業線近接作
業外の施工ヤードにてトラッククレーンベント工
法で全量地組立てした。次に上下２層の床板構築、
橋脚とベント上に軌条設備を設置した。最後に夜
間作業にて横取り一括架設・桁降下を行い支承据

付けを行った。

２．現場における問題点

横取り一括架設工法の問題点を以下に示す。
１）軌条設備の撤去・降下設備組替え作業
横取り架設後の降下作業のためには、クレーン
による横取り軌条（極厚Ｈ形鋼）の撤去、油圧ジ
ャッキによる降下設備の組替え作業が必要となる。
これらの作業を営業線近接作業としないことが更
なる工期短縮に繋がるため検討する必要があった。
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２）重量構造物の横取り・降下
横取り一括架設時は、鋼桁重量３５６ｔ、床板重
量７９５ｔの総重量１，１５１ｔであった。総重量が大き
いため、横取り時の反力のバランスが崩れた場合、
橋体、横取り設備、ベント設備などに大きな損傷
を与える。また、橋体が線路側へ逸走しないよう
に、この重量に適した安全対策が必要であった。

３．工夫・改善点と適用結果

問題点に対する対策について下記に示す。
１）軌条設備撤去・降下設備組替え作業の効率化
降下設備は、横取り架設前の営業線近接外のク
レーン作業で事前取付け可能な構造（図―４）と
した。軌条設備を挟んで油圧ジャッキを配置する
ことで、橋体を仮受けした状態で施工ヤード側へ
軌条設備をクレーンで引出し撤去（図―５）でき
る構造である。

２）重量構造物の横取り・降下の安全対策
①反力・移動距離の集中管理システム
橋体を受けるスライドベースの反力は、軌条設
備のたわみや受点の僅かな沈下でアンバランスが
発生する。そこで、各スライドベースの反力状態
と横取り移動距離がパソコン内で集中管理できる
システム（図―６）を採用した。本工事では、計
画反力値に対するスライドベース耐力の安全率
１．５倍に達した時に自動的に横取り装置が停止す
る対策を行ったが、大きな反力のアンバランスは

発生しなかった。

②逸走に対する安全対策
橋体が線路側へ逸走しない対策として、横取り
時は、横取り設備を推進用押引ジャッキと逸走防
止固定用のＨ鋼クランプジャッキの組合せ（図―
８）とした。また降下時の対策は、設計水平震度
０．２の地震時水平力から受点の摩擦抵抗を差し引
いた水平力について、ベントから橋体を２０ｔチ
ェーンブロック２基で固定（図―７）した状態で
降下作業を行った。

４．おわりに

本工事は、施工実績の少ない営業線直上での
１０００ｔを超える重量構造物の横取り架設である。
この条件の工事では、事前に施工条件を十分把握
した施工計画とそれを実行する現場作業手順が重
要となる。
最後に、本工事の施工にご指導いただいた大
林・ハンシン JVの皆様に厚く御礼申し上げます。

図―２ 横取り架設前 図―３ 横取り架設後

図―４ 降下設備 図―５ 軌条設備撤去

図―６ 集中管理システム 図―７ 橋体固定

図―８ 横取り・降下作業手順
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